






要約:糖尿病患者の一日蓄尿中のアルブミン,NAG および BMG は,各々32.4±2.1 ㎎/day,5.1

±0.1U/day,および 115.1±1.9μg/day で,何れも健常対照群の値より有意に高値であった

(p<0.01)。また,HbA1c の高い群および低血糖発作出現頻度が低い群の方が何れも有意に高

値であった(P<0.05)。一日蓄尿と早朝第一尿の濃度およびクレアチニン比の関係はアルブ

ミンにのみ正の相関を認めた。糖尿病性腎症の予測因子であるこれらの尿中物質は,蓄尿を

用いて総量で評価することが望ましいと考えられた。 


